
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

正しく知って、

と

～転入された皆様へ～

令和４年３月作成

福島市健康福祉部保健所保健総務課放射線健康管理係

放射線に関するＱ＆Ａ
～よくある質問から～

・・・・・

原発事故当時の福島市 ・・・・・

・・・・・放射線・放射能・放射性物質とは

福島市と世界の放射線量

放射線に関する各種相談窓口

食と水の安全と健康管理

・・・・・

・・・・・

・・・・・
②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

・ 放射線の５つのポイントと大切なこと・

１．放射線はふだんから身の回りにあり、ゼロにはできません。

また、放射線はうつりません。

２．福島市内の放射線量は、事故後年月の経過とともに次第に低下し、

平均値は事故当時と比べ、約９割減少しています。

３．放射線の健康への影響は、被ばくした量が問題となります。

線量が極めて低い場合は、日常生活上の様々な他の要因による影響と比

べて低くなります。

４．現在の福島市の放射線レベルでは、健康に影響が出るとは考えられてい

ません。

５．福島県では、生産段階・流通段階・消費段階において放射性物質の検査

を行い、安全性が確認された食品のみを出荷しています。

正しく知って、 と

～転入された皆様へ～

福島第一原発事故から１０年

知ってもらいたい



放射線に関するＱ＆Ａ ～よくある質問から～ 

 

 

 

 

 

        令和２年１１月から令和３年１月まで福島市内９２３ヶ所で行った放射線量測定の結果、 

        環境放射線量測定値の平均は０．１５マイクロシーベルト/時でした。 

        平成２３年６月の平均１．３３マイクロシーベルト/時と比べると、９割程度減りました。  

        これまでのデータによれば、福島市の１時間当たりの測定値は明らかな健康への影響を 

        与える数値ではなく、日本国内や他の国の主要都市とほぼ同じ値まで減ってきています。 

        また、原発事故で空気中に放出された放射性物質は、雨や雪によって地上に降り、その 

        場で放射線を出しているため、空気中にはありません。 

        このことは、モニタリングポストの数値が時間によって大きく変わらないことからも読み取 

        ることができます。 

        （空気は動くため、空気中に放射性物質がある場合、数値が大きく変わります。） 

 

 

 

 

 

 

        これまでの外部被ばく線量や内部被ばく検査の結果などからは、今回の原発事故による 

        追加放射線による「発がん」や「がんによる死亡」などの健康への影響は、世界の多くの 

        研究者の知見やこれまでの疫学調査などに基づき、少ないと考えられています。               

        これは、食事・喫煙・飲酒・運動不足・大気汚染・職場環境・ウイルス・細菌・個人の体質、 

        習慣など、様々な他の発がん要因による影響が大きく、低線量被ばくのリスクを確認でき 

        ないということです。 

        しかし、今回の原発事故はたいへん重大な事故でしたので、その健康リスクついては丁 

        寧な調査を行うようにしています。 

 

 

 

 

 

        現在の福島市の放射線量を考えると、外で一日中遊んでも、心配されるほどの被ばくを 

        受ける状況ではありません。 

        たとえ除染していない土に触っても、よく手を洗うことで放射性物質は洗い流されます。 

        屋外で転んでけがをしたとしても、水で傷口をきれいに洗い流せば問題ありません。 

        また、雨に濡れても、現在の雨中に原発事故由来の放射性物質は検出されていないた 

        め、心配する必要はありません。 

        子どもにとって、適度な運動は非常に大切であり、遊べないことがストレスにもなります。 

        バランスの取れた生活をするように心がけましょう。 

②

Ａ１

今回の原発事故による放射線の健康影響はあるのでしょうか？Ｑ2

Ａ１

福島に引っ越してきて、放射線量が気になります。事故後まだ放射線量が高いので

しょうか？身の回りに放射線があると思うと心配です。Ｑ１

Ａ２

福島に引っ越してきて、放射線量が気になります。事故後まだ放射線
量が高い

のでしょうか？身の回りに放射線があると思うと心配です。Ｑ1

子どもを外で遊ばせても問題ないのでしょうか？Ｑ3
福島に引っ越してきて、放射線量が気になります。事故後まだ放射線

量が高い

のでしょうか？身の回りに放射線があると思うと心配です。Ｑ1

Ａ3



 

 

 

 

 

 

 

 

        福島市では、学校給食が安全な食材で作られていることを再度確認し、安心して子ども 

        たちに給食を食べてもらうようにするため、放射能測定器を各学校給食センター及び各 

        単独給食実施校に設置し、給食一食全体及び食材ごとの放射性物質の検査（学校給食 

        まるごと検査）を毎日、給食提供前に実施しています。 

        そして、測定器の検出限界値（セシウム１３４、１３７ともに１ベクレル/ｋｇ）未満であること 

        を確認したうえで提供しています。 

 

 

 

 

 

        水はすべての人が飲み、また代わりがないため、基準値が特に厳しく設定されています。 

        飲料水の放射性物質の検査は、福島市内４ヶ所の上水道で行っています。 

        検査の結果、全ての検査場所でセシウム１３４、１３７ともに「検出せず」となっています。 

        また、福島市の水道水をボトリングしたペットボトル水『ふくしまの水』は、国際的な評価コ 

        ンテスト「モンドセレクション」において、２０１５年から７年連続で金賞以上を受賞しており、 

        味とともに安全性が認められています。 

        安心してお飲みください。 

 

 

 

 

 

         

        スーパーなどに売られている食品については検査が行われ、食品の基準値を超えた場 

        合には国や自治体に報告することになっているため、市販されている食品は問題ありま 

        せん。 

        令和２年度の福島市の流通外食品の放射能測定結果をみると、基準値を超えた食品は 

        きのこ類が全体の５１％、こしあぶらなどの山菜類が４３％、栗などの木の実が４％、イノ 

        シシなどの肉・魚が１％、その他１％となっています。 

        山で採取した山菜類、きのこ類、木の実などの食品は、基準値を超える場合があります。 

        放射線モニタリングセンターをはじめ、支所・学習センターなど１１か所で食品中の放射能 

        測定を実施していますので、測定して安全を確認したうえでお召し上がりください。 

 

 

Ａ６

③

学校で提供されている給食は大丈夫なのでしょうか？Ｑ4 福島に引っ越してきて、放射線量が気になります。事故後まだ放射線量が高い
のでしょうか？身の回りに放射線があると思うと心配です。

Ｑ1

Ａ4

福島市の飲料水は安全なのでしょうか？Ｑ5
福島に引っ越してきて、放射線量が気になります。事故後まだ放射線

量が高い

のでしょうか？身の回りに放射線があると思うと心配です。Ｑ1

Ａ5

食べ物で気を付けたほうが良いことはありますか？Ｑ6 福島に引っ越してきて、放射線量が気になります。事故後まだ放射線量が高い
のでしょうか？身の回りに放射線があると思うと心配です。

Ｑ1



原発事故当時の福島市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射性雲（プルーム）となった放射性物質が風に乗って福島市に運ばれ、降雨やみぞれ、雪により 

地表に降下しました。 

３月１５日午後には、最大値２４．２４マイクロシーベルト／時を記録しました。 

なお、放射性物資が飛んできたのは、この１回だったことが分かっています。 

 

 

福島市に飛んできた放射性物質で、健康や環境への影響に

おいて特に問題となるものは、 

ヨウ素１３１、セシウム１３４、セシウム１３７の３種類です。 

放射性物質は放射線を出すと時間とともに安定な状態とな

り、放射能（＝放射線を出す能力）が弱まります。 

放射能が半分になるまでの時間を「半減期」と言います。 

 

 

 

体外から放射線を受けることを「外部被ばく」と

言います。 

放射線は宇宙や地表からも出ており、事故以前

から受けています。 

また、体内に入った放射性物質が出す放射線を

受けることを「内部被ばく」と言います。 

呼吸や食品から摂取しています。 

 

 

 

 

放射性物質 半減期
蓄積する
器官・組織

ヨウ素１３１ ８日 甲状腺

セシウム１３４ ２．１年 全身

セシウム１３７ ３０年 全身

福島第一原発事故で、福島市に何が起きたのか 

福島市に何が飛んできたのか 

「外部被ばく」と「内部被ばく」 （被ばく・・・放射線を身体に受けること） 

外部被ばく検査については⑥ページ、 

内部被ばく検査については⑦ページを 

ご覧ください。 

 

 

④



放射線・放射能・放射性物質とは 
 

 

放射線とは、人の目には見えない小さな「粒子」や「電磁波」のことを言います。 

これらは物質を通り抜ける性質があり、体を通り抜けるときに細胞を傷つけることがあります（被ばく）。 

ほとんどの場合、細胞は自ら傷を修復することができますが、一度に大量に被ばくすると多くの細胞が

傷つけられてしまい、修復できなかった細胞から「がん」などの病気になることがあります。 

放射線は原発事故以前から自然界に存在しており、「有り・無し」ではなく「量」が最も重要です。 

 

 

 

懐中電灯に置き換えて考えると、以下のような関係性になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線について 

放射能・放射性物質と単位 

懐中電灯（光源）＝放射性物質

放射線を出す性質を持った物質のことを

指します。

光＝放射線

単位（シーベルト／Ｓｖ）

人への影響を表す指標として使います。

光を出す能力＝放射能

単位（ベクレル／Ｂｑ）

放射線を出す能力の指標として使います。

身のまわりの放射線 

私たちの周りには、常に放射線があります。 

日本では１年間で約２．１ミリシーベルト（ｍ

Ｓｖ）の放射線を自然界から受けています。 

宇宙や地表、食物などの自然界から受ける

放射線のことを「自然放射線」と言います。 

 

また、原発事故により増えた放射線のことを

「追加放射線」と言い、国では追加放射線に

よる被ばく線量（自然放射線や医療機関で

の被ばくを除く）年間１ミリシーベルト未満を

長期目標としています。 

 

医療での検査や治療でも放射線を受けるこ

とがありますが、がんのリスクが増加するな

どの影響が出るのは、１００ミリシーベルトを

超える多量の被ばくであることが明らかにな

っています。 

⑤



福島市と世界の放射線量 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福島県「復興・再生のあゆみ（第６版）」 

 

 

この図では、日本と世界の主要都市の空間線量率の測定結果を示しています。 

これらの都市の放射線量はおよそ０．０４～０．１４マイクロシーベルト（μＳｖ）となっており、放射線量

は地域によって異なっています。 

これは、主に大地の土壌や岩石の違い（ウランやカリウムを含む花崗岩など）により、大地からの放射

線量が異なるからです。 

福島市内の放射線量は原発事故後上昇しましたが、時間経過とともに次第に低下しています。 

 

 

 

希望者を対象に、「ガラスバッジ」、「Ｄシャトル」といった個人線量計の貸し出し 

を行っています。 

 

ガラスバッジは一定の期間（福島市は３か月）身につけることで、その期間中の 

外部被ばくの積算線量を知ることができます。 

Ｄシャトルは１時間毎の個人外部被ばく線量を知ることができます。 

 

                                           

                                          

 

 

 

 

 

 

福島市とその他の地域の放射線量 

個人積算線量の測定（外部被ばく検査） 
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１５歳以下

１６歳以上

ガラスバッジは、外部被ばく検査を個人ごとに

測定するための、「個人線量計」と呼ばれる測

定器具です。一定の期間（福島市は３か月）、

身につけて、その期間中の外部被ばくの積算

線量を知ることができます。

ガラスバッジ

ガラスバッジ測定（３か月）結果平均値の推移 これまでの測定結果について、 

福島市健康管理検討委員会より、 

『３か月で測定された線量より推定

した年間積算線量からは、「将来、

放射線によるがんの増加などの可

能性は少ない」と判断されます。』 

との評価を受けています。 

⑥



食と水の安全と健康管理 

 

 

学校給食センター・単独給食実施校において、毎日の給食提供前に放射性物質のスクリーニング測

定を実施しています。 

福島市のホームページで、測定した試料の結果をご覧いただけます。 

《お問い合わせ》 教育施設管理課 学校給食係  ☎ ０２４－５２５－３７０６ 

 

 

検出限界値を１ベクレル（Ｂｑ）／ｋｇとして、毎週１回の検査を実施しています。 

放射性物質の測定は、『福島県飲料水の放射性物質モニタリング検査実施計画』に基づいて県により

実施されており、平成２３年４月６日から現在まで、検出限界値未満（ＮＤ）となっています。 

《お問い合わせ》 施設管理センター 施設係  ☎ ０２４－５２２－２２３３ 

 

 

ホールボディカウンタ（ＷＢＣ）による内部被ばく検査は、日常摂取している食事などによる放射性セシ

ウムの体内への取り込み状況を確認するために実施しています。 

これまでの検査の実施状況と、検出限界値を超えた数値が測定されたかたの数は、以下のとおりとな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線についての正しい知識を持つことで健康不安が軽減され、健康づくりについての 

意識を高められるとともに、誤った情報に惑わされず自らの考えを持てるようになること 

を目的としています。 

『放射線と子どもの健康講演会』・・・幼稚園、こども園、小学校の園児児童の保護者及び 

中学校、高等学校、支援学校の生徒と保護者を対象に講師を派遣し、講演を行います。 

『放射線と市民の健康講座』・・・市民の方々を対象に、放射線の基本から健康影響について 

講座を行います。講演後には質疑応答や、希望されるかたの個別相談などもお受けしています。 

『出前講座』・・・「放射線と健康」をテーマに、企業や団体、町内会、サークルなどへの出前講座を開催 

しています。内容やご要望に応じ、医師や市職員などが分かりやすく説明します。 

学校給食まるごと検査事業 

ホールボディカウンタ（ＷＢＣ）による内部被ばく検査 

水道水の放射性物質測定 

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

受検者数 5,539 43,369 50,468 20,106 16,450 14,699 11,039 10,417 9,433 6,948

検出者数 278 738 866 181 81 78 41 48 37 23

0
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60,000

内部被ばく検査（ＷＢＣ）受検者と検出者の推移

これまで実施してきた結果、 

預託実効線量は全員１ミリシ

－ベルト未満であり、福島市

健康管理検討委員会では 

『健康に影響を与えるような数

値ではない』との見解を示し

ています。 

※預託実効線量とは、成人では５０

年間、子どもでは７０歳までに体内

から受けると思われる内部被ばく

線量のことです。 

放射線に関する講座・講演会 

⑦



放射線に関する各種相談窓口 

 

 

 

 

  

 

  

 お気軽にお問い合わせ、ご相談ください！ 

⑧

相談内容 担当部署など 受付時間 電話 備考（所在地など）

外部被ばく検査（ガラスバッジ）
に関すること

内部被ばく検査（ホールボディ
カウンタ）に関すること

子どもの健康相談
こども家庭課
母子保健係

０２４－５２５－７６７１

健康づくりに関する相談
保健所健康推進課
地域保健第一・第二係

０２４－５２５－７６７４

屋外や屋内の放射線測定に
関すること

食品放射線測定に関すること

除染全般に関すること
環境再生推進室
除染総務係

０２４－５３５－１１３６ 福島市花園町１番３６号

農産物の放射性物質の自主
検査に関すること

農業振興課
生産振興係

０２４－５２５－７７２０

学校給食まるごと検査事業に
関すること

教育委員会教育施設管理課
学校給食係

０２４－５２５－３７０６

公園の放射線のモニタリング
に関すること

公園緑地課
管理係

０２４－５２５－３７６５

水道水の放射性物質測定に
関すること

水道局施設管理センター
施設係

０２４－５２２－２２３３ 福島市小倉寺字赤坂１２番地

相談内容 担当部署など 受付時間 電話 所在地

甲状腺検査に関すること

県民健康調査に関すること

赤ちゃんの健康や育児
母乳についての相談

ふくしまの赤ちゃん
電話健康相談

平日（祝日を除く）
午前９時３０分～午後５時１５分

フリーダイヤル
０１２０－８０－２０５１

福島県ホームページに記載
福島県助産師会

こころの健康相談 ふくしま心のケアセンター
平日（祝日を除く）
午前９時～１２時
午後１時～５時

被災者相談ダイヤル
”ふくここライン”
０１２０－７８３－２９５

相談内容 担当部署など 受付時間 電話 所在地

放射線に関する電話相談 福島県民向け電話相談
平日　午前８時３０分～午後６時１５分

土日祝日　午前８時３０分～１２時

フリーダイヤル
０１２０－９８８－３５９

原子力災害全般に関すること 原子力規制庁コールセンター
平日（祝日を除く）
午前８時３０分～午後６時１５分

０３－５１１４－２１９０

平日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

福　島　市

国や専門機関など

保健所保健総務課
放射線健康管理係

０２４－５２５－７６８１

環境課
放射線モニタリングセンター

０２４－５２５－３２１０

福島市森合町１０番１号
福島市保健福祉センター内

福島市桜木町８番１３号
（旧福島市児童文化センター）

福島市五老内町３番１号
福島市役所内

福島市光が丘１番地
福島県立医科大学内

平日（祝日を除く）
午前８時３０分～午後５時１５分

福　島　県

放射線医学
県民健康管理センター

０２４－５４９－５１３０

平日（祝日を除く）
午前８時３０分～午後５時１５分

平日（祝日を除く）
午前９時～午後５時


